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紹介と批評

西
堀
　
昭
著

『
増
訂
版
・
日
仏
文
化
交
流
史
の
研
究

　
　
　
　
　
　
日
本
の
近
代
化
と
フ
ラ
ン
ス
』

閣
　
あ
れ
は
一
九
七
八
年
の
い
つ
頃
の
こ
と
だ
っ
た
ろ
う
か
。
私
は
、
留

学
先
の
パ
リ
一
九
区
フ
ラ
ソ
ド
ル
通
り
一
三
一
番
地
の
寓
居
に
、
一
人
の

目
本
人
学
者
の
突
然
の
訪
間
を
受
け
た
。
そ
れ
が
、
か
つ
て
手
塚
豊
本
塾

名
誉
教
授
の
お
引
き
合
わ
せ
で
ご
挨
拶
を
か
わ
し
た
こ
と
の
あ
っ
た
、
本

書
の
著
者
西
堀
昭
教
授
で
あ
っ
た
。
何
度
目
か
の
フ
ラ
ソ
ス
実
地
調
査
の

機
会
に
私
の
ア
パ
ル
ト
マ
ン
に
立
ち
寄
ら
れ
た
教
授
の
口
か
ら
、
矢
継
ぎ

早
な
ご
質
問
を
受
け
て
、
私
は
そ
の
精
力
的
な
お
仕
事
ぶ
り
の
一
端
に
触

れ
た
感
じ
が
し
た
も
の
で
あ
る
。

二
　
本
書
は
、
明
治
期
に
い
わ
ゆ
る
御
雇
外
国
人
と
し
て
来
目
し
た
フ
ラ

ソ
ス
人
の
中
で
特
に
日
本
の
近
代
化
に
貢
献
し
た
一
五
人
を
選
び
、
出

生
・
結
婚
・
死
亡
と
い
っ
た
基
本
事
項
か
ら
日
本
で
の
業
績
な
ど
を
資
料

に
忠
実
に
明
ら
か
に
し
た
諸
論
考
を
中
心
に
ま
と
め
ら
れ
た
、
九
〇
〇
頁

に
近
い
大
著
で
あ
る
。
著
者
に
は
既
に
一
九
八
一
年
刊
の
旧
著
『
日
仏
文

化
交
流
史
の
研
究
』
が
あ
り
、
そ
こ
で
は
一
〇
人
の
御
雇
フ
ラ
ン
ス
人
が

取
り
上
げ
ら
れ
て
い
た
の
で
あ
る
が
、
こ
の
度
は
そ
の
後
に
出
版
し
た
十

数
編
の
論
文
を
加
え
て
、
再
度
世
に
問
う
た
も
の
で
あ
る
。
後
に
も
述
べ

る
よ
う
に
、
本
書
の
最
大
の
特
徴
は
、
出
生
等
の
事
項
に
つ
い
て
は
、
す

べ
て
著
者
が
フ
ラ
ン
ス
で
収
集
し
た
、
あ
る
い
は
フ
ラ
ン
ス
か
ら
取
り
寄

せ
た
．
現
地
の
市
役
所
等
の
記
録
に
よ
っ
て
確
認
を
取
り
，
さ
ら
に
は
，

著
者
の
幾
度
に
も
わ
た
る
現
地
調
査
に
よ
っ
て
当
該
御
雇
フ
ラ
ン
ス
人
の

子
孫
等
を
探
し
出
し
、
そ
こ
か
ら
得
た
資
料
や
聞
き
書
き
に
よ
っ
て
、
で

き
う
る
限
り
詳
細
か
つ
忠
実
に
彼
ら
の
事
績
を
記
録
し
よ
う
と
努
め
て
い

る
と
こ
ろ
に
あ
る
。

三
　
本
書
の
概
要
を
明
ら
か
に
す
る
た
め
に
、
ま
ず
そ
の
構
成
を
紹
介
し

よ
う
．
第
一
章
は
、
御
雇
フ
ラ
ン
ス
人
研
究
の
問
題
点
と
題
し
て
、
「
幕

末
・
明
治
時
代
の
御
雇
フ
ラ
ソ
ス
人
」
と
い
う
導
入
的
論
考
を
収
め
る
。

本
稿
は
実
際
、
著
者
の
本
格
的
な
御
雇
フ
ラ
ン
ス
人
研
究
そ
れ
自
体
の
出

発
点
と
な
っ
た
も
の
で
あ
り
（
初
出
は
昭
和
四
九
年
三
月
の
千
葉
商
大
論
集
一

一
巻
三
・
四
合
併
号
）
、
既
に
こ
こ
に
後
述
す
る
手
塚
豊
博
士
の
影
響
が
見

ら
れ
る
。
次
い
で
第
二
章
・
法
律
関
係
で
は
、
ボ
ア
ソ
ナ
ー
ド
、
ブ
ス
ケ
、

ア
ペ
ー
ル
、
ル
ヴ
ォ
ン
の
四
人
を
取
り
上
げ
、
さ
ら
に
「
明
治
時
代
に
お

け
る
フ
ラ
ン
ス
法
教
授
の
諸
学
校
」
の
論
考
を
収
め
る
．
第
三
章
・
軍
事

関
係
で
は
、
シ
ャ
ノ
ア
ー
ヌ
、
ベ
ル
タ
ン
の
二
人
を
取
り
上
げ
、
第
四

章
・
技
術
関
係
で
は
、
ヴ
ェ
ル
ニ
ー
、
ル
イ
・
フ
ェ
リ
ッ
ク
ス
・
フ
ロ
ラ

ン
、
ヴ
ァ
ン
サ
ン
・
ク
レ
マ
ン
・
フ
ロ
ラ
ン
の
三
人
を
取
り
上
げ
て
さ
ら

に
「
横
須
賀
製
鉄
所
伝
習
生
・
訳
官
（
1
）
（
n
）
」
、
「
横
浜
製
鉄
所
の
設
立

に
つ
い
て
」
、
コ
八
八
六
年
の
『
畝
傍
』
艦
遭
難
事
件
」
の
三
論
考
を
収

め
る
．
第
五
章
・
医
学
関
係
は
、
こ
の
増
訂
版
で
加
え
ら
れ
た
も
の
で
、
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ポ
ー
ル
・
ア
メ
デ
・
リ
ュ
ド
ヴ
ィ
ッ
ク
・
サ
ヴ
ァ
チ
ェ
を
取
り
上
げ
る
．

第
六
章
・
教
育
関
係
も
、
増
訂
版
で
新
規
に
入
れ
ら
れ
た
も
の
を
含
め
、

メ
ル
メ
ー
カ
シ
ョ
ン
、
フ
ー
ク
、
ア
リ
ヴ
ェ
、
　
エ
ッ
ク
、
デ
ュ
リ
ー
の
五

人
が
取
り
上
げ
ら
れ
、
さ
ら
に
「
横
浜
フ
ラ
ソ
ス
語
学
所
」
「
日
本
に
お

け
る
フ
ラ
ソ
ス
語
研
究
」
、
「
村
上
英
俊
（
一
〇。
二
山
o
。
8
）
と
フ
ラ
ソ
ス
語
研

究
」
．
「
明
治
時
代
の
フ
ラ
ン
ス
語
学
校
（
1
）
～
（
N
）
」
、
「
フ
ラ
ソ
ス
語

研
究
書
目
」
の
五
編
の
論
考
が
収
め
ら
れ
て
い
る
。
そ
し
て
付
録
と
し
て
、

日
仏
文
化
交
流
年
表
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
。
な
お
、
巻
頭
に
は
ブ
ス
ケ
ら

の
子
孫
か
ら
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
が
、
巻
末
に
は
ボ
ア
ソ
ナ
ー
ド
ら
六
人
に
つ

い
て
の
詳
細
な
家
系
図
が
付
さ
れ
て
い
る
。

四
　
著
者
の
御
雇
フ
ラ
ン
ス
人
研
究
は
、
昭
和
四
八
年
に
書
か
れ
た
「
横

浜
フ
ラ
ン
ス
語
学
所
」
（
本
書
第
六
章
所
収
）
に
お
い
て
、
フ
ラ
ソ
ス
語
教
師

メ
ル
メ
ー
カ
シ
ョ
ン
に
興
味
を
抱
い
た
こ
と
か
ら
始
ま
っ
て
い
る
。
当
時

の
著
者
の
研
究
の
主
眼
は
、
著
者
本
来
の
専
門
の
フ
ラ
ン
ス
語
・
フ
ラ
ン

ス
文
学
か
ら
す
る
、
わ
が
国
に
お
け
る
初
期
の
フ
ラ
ソ
ス
学
あ
る
い
は
フ

ラ
ン
ス
語
教
育
の
歴
史
の
解
明
に
あ
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
そ
こ
か
ら
著
者

は
徐
々
に
法
律
そ
の
他
の
関
係
の
御
雇
フ
ラ
ン
ス
人
に
研
究
対
象
を
広
げ

て
い
っ
た
わ
け
で
あ
る
が
（
こ
の
点
に
つ
い
て
は
、
著
者
が
当
時
教
鞭
を
取
っ
て

お
ら
れ
た
千
葉
商
科
大
学
に
た
ま
た
ま
手
塚
博
士
（
当
時
本
塾
教
授
）
も
非
常
勤
講

師
と
し
て
出
講
し
て
お
ら
れ
．
そ
こ
で
の
博
士
と
の
交
流
が
大
き
く
影
響
し
て
い
る

よ
う
で
あ
る
）
、
そ
の
よ
う
な
経
緯
も
あ
っ
て
か
、
流
石
に
第
六
章
の
教
育

関
係
は
、
頁
数
か
ら
い
っ
て
も
本
書
の
約
半
分
を
占
め
、
特
に
記
述
が
充

実
し
て
い
る
感
が
あ
る
。
し
か
し
評
者
は
、
第
三
章
以
下
に
つ
い
て
は
専

門
外
の
た
め
そ
の
評
価
が
手
に
余
る
こ
と
も
あ
り
、
こ
こ
で
は
、
本
書
の

も
う
一
つ
の
柱
で
あ
る
、
第
二
章
ま
で
の
法
律
関
係
に
つ
い
て
主
に
紹

介
・
論
評
し
た
い
。

五
　
個
別
的
な
紹
介
に
入
る
前
に
、
本
書
の
総
括
的
な
評
価
に
つ
い
て
一
、

二
述
べ
て
置
き
た
い
。
そ
の
第
一
は
、
本
書
に
お
い
て
一
貫
し
て
採
用
さ

れ
て
い
る
方
法
論
の
優
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
．
本
書
を
一
読
し
て
感
じ

取
れ
る
の
は
、
著
者
の
、
徹
底
し
た
一
次
資
料
の
探
索
と
、
そ
の
資
料
を

資
料
と
し
て
あ
る
が
ま
ま
に
語
ら
し
め
る
態
度
で
あ
る
。
こ
の
点
に
つ
い

て
は
、
著
者
が
法
律
関
係
の
御
雇
フ
ラ
ン
ス
人
に
考
察
の
対
象
を
向
け
た

点
と
あ
わ
せ
て
、
手
塚
豊
博
士
の
ご
助
言
が
大
き
く
影
響
し
て
い
る
よ
う

に
思
わ
れ
る
。
前
掲
の
昭
和
四
九
年
の
導
入
的
論
文
「
幕
末
・
明
治
時
代

の
御
雇
フ
ラ
ン
ス
人
」
は
、
公
文
録
、
太
政
類
典
等
の
法
制
史
の
専
門
資

料
を
駆
使
し
た
も
の
で
、
文
末
の
謝
辞
に
著
者
自
身
も
述
べ
る
ご
と
く
、

手
塚
博
士
の
示
唆
の
大
き
い
こ
と
が
窺
わ
れ
る
。
し
か
し
著
者
に
最
も
敬

意
を
表
す
べ
ぎ
は
、
そ
の
よ
う
な
資
料
の
探
究
・
選
択
と
い
う
法
制
史
学

上
の
ノ
ウ
ハ
ウ
に
止
ま
ら
ず
、
そ
れ
ら
資
料
の
処
理
・
評
価
と
い
う
面
に

つ
い
て
ま
で
、
推
断
と
過
信
を
避
け
て
正
確
・
緻
密
に
処
理
す
る
と
い
う

手
塚
博
士
の
方
法
を
忠
実
に
学
び
取
ろ
う
と
し
て
い
る
点
で
あ
ろ
う
。
既

に
こ
こ
に
お
い
て
、
著
者
の
論
考
は
、
語
学
・
文
学
専
攻
老
の
仕
事
で
は

な
く
．
史
学
者
の
そ
れ
と
な
っ
た
と
い
っ
て
よ
い
と
思
わ
れ
る
。
と
も
か

く
も
、
著
者
に
と
っ
て
は
、
明
治
法
制
史
の
泰
斗
手
塚
博
士
と
い
う
助
言

者
を
得
た
こ
と
が
最
大
の
幸
福
で
は
な
か
っ
た
か
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ヤ

　
そ
し
て
本
書
の
も
う
一
つ
の
優
れ
た
点
は
、
本
書
が
完
全
に
外
を
向
い
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紹介と批評

ヤ

た
御
雇
外
国
人
研
究
で
あ
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
要
す
る
に
、
か
つ
て

の
御
雇
外
国
人
研
究
は
、
そ
の
多
く
が
日
本
国
内
に
あ
る
資
料
を
用
い
て

す
る
も
の
で
、
そ
の
視
点
が
国
内
に
限
ら
れ
、
研
究
と
し
て
限
界
の
あ
る

こ
と
が
否
め
な
か
っ
た
の
に
対
し
、
本
書
は
、
こ
の
文
章
の
最
初
に
も
紹

介
し
た
よ
う
に
、
著
者
の
語
学
力
と
旺
盛
な
探
究
心
を
生
か
し
、
フ
ラ
ン

ス
本
土
に
渡
っ
て
の
資
料
探
索
を
十
分
に
行
っ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
フ

ィ
ー
ル
ド
・
ワ
ー
ク
を
行
え
る
御
雇
外
国
人
研
究
者
は
、
未
だ
に
著
者
の

他
に
は
そ
う
何
人
も
い
な
い
。
本
書
が
類
書
に
対
し
て
存
在
意
義
を
う
た

え
る
最
大
の
点
は
そ
こ
に
あ
ろ
う
。

六
　
以
下
法
律
関
係
の
論
考
に
つ
い
て
、
い
く
つ
か
個
別
的
に
紹
介
・
論

評
し
よ
う
。
ま
ず
ボ
ア
ソ
ナ
ー
ド
に
つ
い
て
は
、
周
知
の
よ
う
に
す
で
に

名
古
屋
大
学
の
大
久
保
泰
甫
教
授
の
詳
細
な
研
究
が
、
フ
ラ
ソ
ス
本
土
で

の
調
査
に
基
づ
い
て
行
わ
れ
て
い
る
た
め
、
著
者
の
仕
事
は
そ
れ
を
後
追

い
し
て
い
る
部
分
が
多
く
な
っ
て
い
る
の
は
仕
方
の
な
い
と
こ
ろ
で
あ
る
。

し
か
し
な
が
ら
、
大
久
保
教
授
が
そ
の
所
在
ま
で
は
明
ら
か
に
し
て
お
ら

れ
な
い
資
料
の
所
在
を
明
記
さ
れ
て
い
る
部
分
も
あ
り
、
ま
た
五
〇
頁
の

「
ボ
ア
ソ
ナ
ー
ド
・
フ
ォ
ソ
タ
ラ
ビ
ー
博
士
関
係
地
図
」
や
六
七
頁
以
下

の
ボ
ア
ソ
ナ
ー
ド
の
年
譜
は
詳
細
で
便
宜
で
あ
り
、
利
用
価
値
も
高
い
。

特
に
パ
リ
の
国
立
文
書
館
の
ボ
ア
ソ
ナ
ー
ド
関
係
資
料
の
整
理
番
号
や
問

い
合
わ
せ
先
の
担
当
者
名
ま
で
を
付
記
し
て
い
る
点
は
、
後
学
の
た
め
の

有
難
い
心
遣
い
と
い
え
る
。

　
さ
ら
に
ブ
ス
ケ
と
ア
ペ
ー
ル
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
ま
で
こ
れ
ほ
ど
に
フ

ラ
ソ
ス
本
国
で
の
資
料
を
駆
使
し
た
研
究
は
な
く
、
特
に
両
者
の
子
孫
を

探
し
出
し
、
多
く
の
新
資
料
を
発
見
し
た
こ
と
は
、
著
者
の
一
大
功
績
と

い
う
べ
ぎ
で
あ
る
。
ブ
ス
ケ
に
つ
い
て
は
、
そ
の
著
作
『
日
本
見
聞
記
』

（
、
、
雅
鼠
宮
づ
号
8
の
」
象
議
、
．
野
田
良
之
、
久
野
桂
一
郎
訳
）
に
よ
っ
て
も
、

な
か
な
か
の
文
学
的
セ
ソ
ス
が
窺
わ
れ
る
の
で
あ
る
が
、
ブ
ス
ケ
が
少
年

時
代
よ
り
詩
作
に
親
し
み
、
一
六
歳
の
と
き
に
は
そ
の
一
つ
の
作
品
を
ヴ

ィ
ク
ト
ル
・
ユ
ゴ
ー
に
献
じ
、
賞
賛
の
返
信
を
も
ら
っ
て
い
た
こ
と
（
本

書
一
〇
七
頁
以
下
）
な
ど
は
、
遺
族
に
会
っ
て
初
め
て
明
ら
か
に
な
る
エ
ピ

ソ
ー
ド
で
あ
り
、
か
つ
そ
れ
が
単
な
る
エ
ピ
ソ
ー
ド
に
止
ま
ら
ず
、
ブ
ス

ケ
の
ロ
マ
ソ
チ
ス
ト
で
か
つ
愛
国
的
な
情
熱
家
で
あ
る
人
柄
を
理
解
す
る

の
に
役
立
つ
こ
と
に
価
値
が
あ
る
（
ブ
ス
ケ
は
フ
ラ
ン
ス
に
帰
国
後
、
コ
ン
セ

イ
ユ
・
デ
タ
か
ら
大
蔵
省
に
転
じ
、
さ
ら
に
ブ
ル
ガ
リ
ア
に
一
〇
年
赴
任
し
て
、
そ

の
後
第
一
次
世
界
大
戦
に
も
、
七
〇
歳
と
い
う
高
齢
に
も
か
か
わ
ら
ず
主
任
主
計
官

と
し
て
出
征
し
て
い
る
。
本
書
一
〇
四
～
一
〇
五
頁
参
照
）
。

　
さ
ら
に
ア
ペ
ー
ル
に
つ
い
て
は
、
古
く
織
田
万
の
追
悼
文
「
我
が
司
法

界
の
恩
人
」
（
東
京
朝
日
新
聞
昭
和
九
年
六
旦
三
日
～
二
七
日
）
が
あ
り
、
さ

ら
に
手
塚
豊
「
司
法
省
御
雇
外
人
教
師
ア
ッ
ペ
ー
ル
の
司
法
省
法
学
校
卒

業
式
演
説
」
（
法
学
研
究
四
一
巻
二
号
）
等
の
研
究
・
紹
介
は
あ
っ
た
も
の
の
、

年
譜
ま
で
付
け
た
包
括
的
な
ア
ペ
ー
ル
研
究
と
し
て
は
、
本
論
考
が
初
め

て
の
も
の
で
あ
る
と
い
っ
て
よ
い
。
帰
国
後
に
彼
が
発
表
し
た
論
文
等

（
そ
の
中
に
は
目
本
古
代
法
に
関
す
る
も
の
が
い
く
つ
か
あ
る
）
に
つ
い
て
ま
で
、

詳
細
に
調
べ
上
げ
た
労
作
で
あ
る
。
な
お
、
本
論
考
の
初
出
は
、
手
塚
豊

教
授
退
職
記
念
論
文
集
『
明
治
法
制
史
・
政
治
史
の
諸
問
題
』
慶
懸
通
信

刊
・
昭
和
五
二
年
（
題
名
は
「
ジ
ョ
ル
ジ
ュ
・
ヴ
ィ
ク
ト
ル
・
ア
ペ
ー
ル
に
つ
い
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て
」
）
で
あ
る
。

　
最
後
に
ミ
ッ
シ
ェ
ル
・
ル
ヴ
ォ
ン
で
あ
る
が
、
こ
の
人
は
明
治
二
六
年

か
ら
明
治
三
六
年
に
か
け
て
東
京
帝
国
大
学
法
科
大
学
教
師
兼
司
法
省
名

誉
法
律
顧
問
で
あ
っ
た
人
で
、
和
仏
法
律
学
校
教
頭
も
勤
め
、
ボ
ア
ソ
ナ

ー
ド
の
後
継
者
と
も
目
さ
れ
る
人
で
あ
る
。
ま
た
一
方
で
彼
は
在
任
中
に

日
本
文
化
研
究
に
傾
倒
し
、
帰
国
後
は
パ
リ
大
学
文
学
部
で
日
本
歴
史
・

日
本
文
明
を
講
じ
（
一
九
三
七
年
、
七
〇
歳
で
パ
リ
大
学
教
授
を
退
職
）
、
い
わ

ば
今
日
の
日
本
学
の
創
始
者
と
も
い
う
べ
き
地
歩
を
築
い
た
、
目
仏
文
化

交
流
史
上
の
重
要
な
人
物
で
あ
る
が
、
法
学
史
の
上
で
は
、
外
人
教
師
と

し
て
も
法
律
顧
問
と
し
て
も
、
ボ
ア
ソ
ナ
ー
ド
ら
が
一
通
り
の
役
割
を
果

た
し
た
後
の
来
日
で
あ
っ
た
た
め
も
あ
っ
て
、
優
秀
で
あ
っ
た
わ
り
に
は

最
近
ま
で
全
く
と
言
っ
て
よ
い
ほ
ど
研
究
が
な
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
。
著

者
の
本
論
考
（
初
出
は
『
近
代
日
本
史
の
新
研
究
』
昭
和
五
六
年
一
〇
月
）
が
出

る
ま
で
は
、
文
学
面
か
ら
の
研
究
論
文
が
一
つ
あ
っ
た
に
す
ぎ
な
い
（
畠

中
敏
郎
「
ミ
ッ
シ
ェ
ル
・
ル
ヴ
ォ
ン
と
『
日
本
文
芸
抄
』
」
大
阪
外
国
語
大
学
学
報

第
二
号
、
昭
和
三
八
年
三
月
）
。
こ
の
人
物
に
脚
光
を
当
て
た
本
論
考
は
、
い

さ
さ
か
資
料
的
要
素
が
勝
ち
す
ぎ
て
い
る
と
は
い
え
、
高
く
評
価
さ
れ
る

ぺ
ぎ
で
あ
ろ
う
。
な
お
、
近
年
法
政
大
学
ボ
ア
ソ
ナ
ー
ド
記
念
現
代
法
研

究
所
の
委
託
研
究
と
し
て
、
島
本
昌
一
「
和
仏
法
律
学
校
教
頭
ミ
シ
ェ

ル
・
ル
ヴ
ォ
ソ
」
（
「
法
政
」
一
九
八
五
年
六
月
号
）
が
出
た
が
、
こ
れ
ま
た
ル

ヴ
ォ
ン
の
著
作
等
も
丹
念
に
検
討
し
た
大
変
優
れ
た
研
究
で
は
あ
る
も
の

の
、
四
年
前
に
公
刊
さ
れ
て
い
た
本
論
考
を
比
照
・
引
用
さ
れ
て
い
な
い

点
が
い
か
に
も
惜
し
い
。
読
者
に
は
本
論
考
と
島
本
論
文
を
合
わ
せ
読
ま

れ
れ
ば
、
ル
ヴ
ォ
ソ
に
つ
い
て
の
か
な
り
正
確
・
詳
細
な
イ
メ
ー
ジ
を
据

む
こ
と
が
で
き
よ
う
。

　
な
お
、
第
二
章
・
法
律
関
係
に
加
え
ら
れ
た
も
う
一
つ
の
論
考
「
明
治

時
代
に
お
け
る
フ
ラ
ソ
ス
法
教
育
の
諸
学
校
」
は
、
い
わ
ゆ
る
五
大
（
な

い
し
は
九
大
）
法
律
学
校
な
ど
の
研
究
の
陰
に
埋
も
れ
た
、
中
小
の
私
塾

の
よ
う
な
法
律
学
校
の
歴
史
を
、
そ
の
教
員
や
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
等
の
資
料

を
示
し
て
伝
え
る
も
の
で
、
当
時
の
フ
ラ
ン
ス
法
教
育
の
裾
野
を
知
る
こ

と
が
で
ぎ
る
と
い
う
点
で
興
味
深
い
。

　
以
上
本
書
は
、
こ
の
法
律
関
係
の
み
を
取
っ
て
み
て
も
、
明
治
法
制
史

研
究
の
基
礎
資
料
を
提
供
す
る
貴
重
な
業
績
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
。

七
本
書
を
通
読
し
て
感
じ
る
の
は
、
本
書
に
収
め
ら
れ
た
著
者
の
一
連

の
仕
事
が
、
フ
ラ
ン
ス
語
で
い
う
》
馨
9
ぷ
。
・
震
竃
を
問
わ
な
い
、

得
難
い
仕
事
で
あ
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
子
孫
を
尋
ね
歩
い
て
新
資
料

の
発
掘
に
つ
と
め
る
こ
と
は
と
も
か
く
も
、
出
生
証
書
を
写
し
、
埋
葬
関

係
書
類
を
閲
覧
し
、
家
系
図
を
作
る
と
い
う
作
業
に
な
る
と
、
「
そ
れ
が

文
化
交
流
史
研
究
の
た
め
に
何
に
な
る
」
と
い
う
批
判
が
出
て
く
る
か
も

し
れ
な
い
。
し
か
し
そ
れ
は
結
果
の
提
示
を
急
ぐ
短
絡
的
な
学
問
を
す
る

人
の
批
判
で
あ
っ
て
、
適
切
で
は
な
か
ろ
う
。
資
料
と
い
う
も
の
は
、
思

い
が
け
な
い
と
こ
ろ
で
生
き
る
も
の
で
あ
る
。
こ
こ
ま
で
詳
細
な
資
料
を

資
料
と
し
て
ひ
た
す
ら
提
示
す
る
虚
心
の
仕
事
が
あ
っ
て
こ
そ
、
こ
の
仕

事
を
利
用
し
、
こ
の
仕
事
の
恩
恵
に
浴
す
る
人
々
が
様
々
な
専
門
分
野
か

ら
生
ま
れ
る
の
で
あ
る
。
本
書
は
そ
の
意
味
で
、
高
く
評
価
さ
れ
、
か
つ

敬
意
を
払
わ
れ
る
べ
き
業
績
で
あ
る
こ
と
を
疑
わ
な
い
。
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た
だ
、
さ
ら
に
望
蜀
を
述
べ
れ
ば
、
本
書
に
は
ま
だ
収
録
さ
れ
て
い
な

い
中
に
も
、
研
究
さ
れ
る
べ
き
御
雇
フ
ラ
γ
ス
人
は
数
多
い
、
た
と
え
ば

法
律
関
係
で
も
、
ロ
ベ
ー
ル
・
リ
ッ
プ
マ
ソ
、
ジ
ュ
ー
ル
・
ジ
ュ
ス
ラ
ン

な
ど
が
挙
げ
ら
れ
る
（
ジ
ュ
ス
ラ
ン
に
つ
い
て
は
、
評
者
も
か
つ
て
手
塚
博
士
の

ご
指
導
の
も
と
に
小
稿
を
草
し
た
が
ー
「
司
法
省
御
雇
外
人
ジ
ュ
ー
ル
・
ジ
ュ
ス
ラ

ン
」
法
学
研
究
四
八
巻
四
号
1
、
そ
れ
き
り
に
な
っ
て
、
か
つ
そ
の
後
他
に
も
研
究

は
出
て
い
な
い
よ
う
で
あ
る
）
．
著
者
に
は
さ
ら
に
研
究
の
対
象
を
広
げ
ら
れ
、

で
き
れ
ば
本
書
を
な
お
増
補
さ
れ
て
、
御
雇
フ
ラ
ン
ス
人
研
究
に
不
可
欠

の
文
献
と
し
て
の
地
位
を
確
立
さ
せ
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
う
も
の
で
あ

る
。八

　
と
ま
れ
本
書
は
、
代
表
的
な
御
雇
フ
ラ
ン
ス
人
の
研
究
を
通
じ
て
、

幕
末
・
明
治
期
の
広
範
な
分
野
に
お
け
る
日
仏
文
化
交
流
史
の
一
側
面
を

伝
え
る
も
の
で
あ
る
と
同
時
に
、
フ
ラ
ン
ス
と
フ
ラ
ン
ス
人
に
と
り
つ
か

れ
た
一
人
の
学
老
の
魂
の
旅
路
の
記
録
で
も
あ
る
。
本
書
の
客
観
的
な
評

価
の
高
か
る
べ
き
こ
と
は
右
に
述
べ
た
通
り
で
あ
る
が
、
そ
の
詳
細
な
記

述
の
端
々
に
、
著
者
の
執
念
に
も
似
た
資
料
探
索
の
努
力
が
窺
わ
れ
、
し

か
も
そ
の
並
み
外
れ
た
執
念
の
探
索
を
，
著
老
が
楽
し
み
な
が
ら
行
っ
て

い
る
よ
う
に
さ
え
感
じ
ら
れ
て
く
る
。
個
人
的
な
感
想
を
付
け
加
え
れ
ば
、

お
そ
ら
く
こ
の
大
著
の
神
髄
は
、
ラ
イ
フ
ワ
ー
ク
を
得
た
至
福
を
感
じ
つ

つ
、
パ
リ
を
、
ア
ン
チ
ー
ブ
を
、
冒
シ
ュ
フ
ォ
ー
ル
を
さ
ま
よ
う
、
一
人

の
学
者
の
面
影
を
髪
髭
と
さ
せ
る
と
こ
ろ
に
あ
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
一
九
八
八
年
五
月
刊
、
駿
河
台
出
版
社
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
池
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真
朗
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